
事務事業評価シート（総括表）
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①いきいき福祉大作戦は、メイクアップ教室を４回、モバイルフォン教室を３回、カラオケ倶楽部等を実
施しました。
②いきいきウオーク新宿は、毎月の例会に平均60名以上の参加がありました。
③高齢者社会参加システム協議会を設置し、４回開催するとともに、高齢期の社会参加に関する意識調査
を区民2,500人に実施しました。
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①いきいき福祉大作戦は、メイクアップ教室を４回、モバイルフォン教室を３回、カラオケ倶楽部等を実
施しました。
②いきいきウオーク新宿は、ウオーキングコースを設定するため、候補コースを選定しました。
③高齢者社会参加システム協議会を３回開催し、検討結果報告書が区へ提出されました。この報告書に基
づき平成19年度に実施するモデル事業を決定しました。
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積極的に外出する高齢者の増加

成果の達成状況

65歳以上で積極的に外出する人（高齢者実
態調査で、「ほとんど毎日外出する」と答
えた人）の割合

生きがいをもって生活している高齢者の増
加

65歳以上で生きがいをもって生活している
人（高齢者実態調査で、「なんらかの生き
がいを感じる活動をしている」と答えた
人）の割合

平成19

平成19

（
７５．７％
以上 ）

　高齢者の豊かな経験、知識や技術が就労や社会貢献活動に活かされ、高齢者がサービスの受け手から社会
の担い手となり、元気でいきいきと暮らすことができる仕組みが構築され、高齢者が健康で生きがいを持ち
ながら暮らせるまちづくりが促進されます。

事務事業 10 高齢者が輝くまちづくり

大項目 02 地域とともに育む福祉社会づくり

章 1 健康でおもいやりのあるまち

事業成果指標
指標名 定義 目標水準
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成果（事業が意図する成果）

社会参加と生きがいづくり施策

事業内容

対象・手段

　いつでも気軽に参加できるウオーキングを地域団体と協働して、区全域で展開します。高齢者の知識、
経験等を登録し、ボランティアとして地域活動への活用や高齢者の各種講座等への参加を促す事業等を実
施し、高齢者の社会参加を促進します。また、協議会を設置し、高齢者が参加しやすく、能力が発揮でき
る社会参加システムの構築を検討します。

目的

　高齢者の健康生きがいづくりと介護予防につながる社会参加の促進をします。高齢者がサービスの受け
手から社会の担い手として地域に参加し、その能力を発揮することでいきいきとした生活が送れるよう情
報や場の提供を行います。また、ボランティア団体やＮＰＯ、企業との協働を一層深め、高齢者自身が活
動の担い手として気軽に社会参加できる仕組みづくりを進めていきます。

事業の実施内容
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　高齢者の健康生きがいづくり、社会参加の促進等の区民の主体的な健康づくり、社会
参加活動を促進するためには、公平な立場から場の提供やコーディネートが求められて
いるため区が関与する必要性があります。
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拡大

　いきいき福祉大作戦は、今後もＮＰＯや民間団体との協働をさらに進め、事業の充実を
図ります。
　いきいきウオーク新宿は、ウオーキングコースの整備について検討を進め、ウオーキン
グ協会との協働により、事業を拡充していきます。
　高齢者の社会参加システムの構築については、協議会から提出いただいた検討結果報告
書に基づいたモデル事業を平成19年から実施します。
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　高齢者の健康生きがいづくり、社会参加の促進等を推進していくために、高齢者自身
やボランティア団体等も含めた地域支え合い活動を進める必要があります。このため自
助、共助、公助を取り入れた当事業の手法は妥当です。
　いきいき福祉大作戦、いきいきウオーク新宿、高齢者の社会参加システムの構築のそ
れぞれの事業が順調に進んでおり、高齢者の健康生きがいづくり、社会参加の促進等の
目標達成へ寄与しています。
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　いきいき福祉大作戦、いきいきウオーク新宿のそれぞれの事業に多くの高齢者が参加
し高齢者の生きがいづくりや社会参加が促進されました。また、シニア期の社会参加に
関する区民フォーラムにも多くの参加があり意識の醸成が図られました。

2.30

　いきいき福祉大作戦、いきいきウオーク新宿には多くの高齢者が参加しています。ま
た高齢者社会参加システム協議会から検討結果報告書が区へ提出され、平成19年度に実
施するモデル事業を決定したため、ほぼ計画どおり進んでいます。
　いきいき福祉大作戦、いきいきウオーク新宿の運営はNPO・民間企業等との協働により
効率的に行いました。また、協議会から検討結果報告書が提出され、これに基づくモデ
ル事業を決定しているため、効率的に運営されています。
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事業費⑩ 千円

減価償却費等⑬ 千円

総計⑭＝⑩＋⑪＋⑫＋⑬ 千円

受益者負担率⑮／⑭ ％

Ｂ

事業に関する検討課題

　いきいき福祉大作戦、いきいきウオーク新宿においてはボランティア団体、ＮＰＯ、民間事業者との協働
をさらに推進し、普及させる必要があります。
　また、高齢者の社会参加システムの構築については、協議会の検討結果報告書に基づき決定したモデル事
業を、平成19年度に確実に実施することが重要です。

総
合
評
価

　高齢者の社会参加の促進及び能力発揮は、いきいき福祉大作戦やいきいきウオーク新宿
により、成果が上がっています。また、高齢者の社会参加システムの構築については、協
議会から検討結果報告書が区へ提出され、この報告書に基づき平成19年度に実施するモデ
ル事業を決定しています。このため、当事業は概ね計画どおりに推進しており有効と思わ
れます。
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